
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

一

二

六

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
二
六
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

仙

谷

由

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
退
職
勧
奨
を
受
け
て
再
就
職
し
た
一
五
八
八
人
の
国
家
公
務
員
の
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
退
職
勧
奨
を
受
け
て
再
就
職
し
た
一
五
八
八
人
の
国
家
公
務
員
の
調
査
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
内
閣
参
質
一
七
五
第
二
四
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、

平
成
二
十
一
年
九
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
六
日
ま
で
の
間
に
退
職
勧
奨
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
六
十
五
人
に
つ

い
て
は
社
会
保
険
庁
の
廃
止
に
伴
い
官
民
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
お
り
、
七
十
七
人
に
つ
い
て
は

若
年
定
年
の
自
衛
官
に
対
す
る
再
就
職
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）

第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
各
府
省
職
員
に
よ
る
再
就
職
あ
っ
せ
ん
に
該
当
す
る
事
例
は
、
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
一
五
八
八
人
」
に
は
、
い
ま
だ
退
職
し
て
い
な
い
者
及
び
退
職
後
再
就
職
し
て
い
な
い
者
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
す
べ
て
が
再
就
職
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
個
々
の
事
案
に
つ
い
て
「
「
裏
下
り
」
の
有
無
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
府
省
庁
に
よ
る
再

一



就
職
あ
っ
せ
ん
の
禁
止
、
政
府
関
連
公
益
法
人
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
独
立
行
政
法
人
の
役
員
ポ
ス
ト
の
公
募
、
独
立
行
政

法
人
自
体
の
抜
本
的
見
直
し
等
を
通
じ
、
国
家
公
務
員
の
再
就
職
の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
同
一
府
省
庁
出
身
者
が
何
代
に
も
わ
た
っ
て
特
定
の
団
体
等
の
ポ
ス
ト
に
再
就
職
し
て
い
る
実
態
に
つ

い
て
、
総
務
省
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
法
に
規
定
す
る
再
就
職
等
規
制
の
監
視
機
能
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
監
視
機
関
で
あ
る
再
就
職
等
監
視
委
員

会
を
廃
止
し
て
監
視
機
能
を
強
化
し
た
新
た
な
監
視
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
法
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


